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＊中国語表記：黒龍江和内蒙古東北部地区沿辺開発開放規劃。

2010年 2011年 2012年 2013年1-9月
中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江

経済成長率（実質） ％ 10.4 14.2 13.8 12.7 9.3 12.2 13.8 12.3 7.7 9.5 12.0 10.0 7.7 8.7 8.8 8.4
工業生産伸び率（付加価値額） ％ 15.7 17.8 19.9 15.2 13.9 14.9 18.8 13.5 10.0 9.9 14.1 10.5 9.6 9.7 10.3 7.2
固定資産投資伸び率（名目） ％ 23.8 30.5 32.5 35.5 23.8 30.2 30.4 33.7 20.3 23.5 30.5 30.0 20.2 20.8 22.5 26.5
社会消費品小売額伸び率（名目） ％ 18.3 18.6 18.5 19.0 17.1 17.5 17.5 17.6 14.3 15.7 16.0 15.9 12.9 13.2 13.1 13.1
輸出入収支 億ドル 1,815.1 55.7 ▲ 78.9 70.6 1,549.0 61.2 ▲ 120.5 ▲ 31.7 2,311.0 119.1 ▲ 126.1 ▲ 89.5 1,693.7 106.0 ▲ 92.5 ▲ 39.7
輸出伸び率 ％ 31.3 28.9 43.2 61.5 20.3 18.4 11.7 8.5 6.2 13.5 19.7 ▲ 18.3 8.0 9.3 21.2 35.4
輸入伸び率 ％ 38.7 27.4 43.5 50.0 24.9 19.6 37.8 130.0 4.3 2.5 8.9 12.2 7.3 4.1 ▲ 2.9 ▲ 3.2

（注）前年同期比
　　　 工業生産は、一定規模以上の工業企業のみを対象とする。2011年１月には、一定規模以上の工業企業の最低基準をこれまでの本業の年間売上高500万元から

2,000万元に引き上げた。
　　　2011年１月以降、固定資産投資は500万元以上の投資プロジェクトを統計の対象とするが、農村家計を含まない。
　　　国家統計局は2013年９月２日、2012年の中国の実質GDP伸び率を7.8％から7.7％に修正すると発表した。
（出所） 『中国統計年鑑』2013年版、『遼寧統計年鑑』2012年版、『黒龍江統計年鑑』2012年版、『吉林統計年鑑』2012年版、『遼寧日報』2013年10月17日付、10月

24日付、 『吉林日報』2013年10月25日付、『黒龍江日報』2013年11月２日付、中国国家統計局および国家発展改革委員会東北振興司の資料より作成。

中国（東北三省）

東北経済の成長率は減速

　2013年１～９月期における東北三省の実質域内総生産

（GRP）成長率は、遼寧省が前年同期比8.7％増、吉林省が

同8.8％増、黒龍江省が同8.4％増となった。三省とも全国平

均の成長率（同7.7％増）を上回ったものの、いずれも１桁

の伸び率にとどまり、中国経済と同様の鈍化傾向が見られる。

　経済成長減速の影響を受け、東北三省の工業生産は伸び

悩んでいる。2013年１～９月期における一定規模の工業企

業（年間売上高2,000万元以上）の付加価値増加率は、遼

寧省が前年同期比9.7％増、吉林省が同10.3％増、黒龍江省

が同7.2％増にとどまった。

　東北三省の固定資産投資額は、前年同期比22.2％増の３兆

5,962億元となり、伸び率はいずれも全国平均の20.2％を上回っ

た。このうち、遼寧省が同20.8％増の２兆1,018億元、吉林省が同

22.5％増の8,508億元、黒龍江省が同26.5％増の6,436億元だった。

　社会消費財小売総額については、遼寧省が前年同期比

13.2％増の7,668億元、吉林省が同13.1％増の3,918億元、黒

龍江省が同13.1％増の4,316億元となった。伸び率はいずれ

も全国平均水準（12.9％）を上回ったものの、前年同期に

比べて三省とも上昇率が鈍化した。

　2013年１～９月期の東北三省の対外貿易の伸び率は前年

同期比7.0％増となり、全国平均水準（同7.7％増）を下回った。

うち、輸出が同14.5％増、輸入が同0.7％増だった。各省の貿

易額を見てみると、遼寧省の輸出が同9.3％増の467.4億ドル、

輸入が同4.1％増の361.4億ドル、吉林省の輸出が同21.2％増の

49.3億ドル、輸入が同2.9％減の141.9億ドル、黒龍江省の輸出

が同35.4％増の127.7億ドル、輸入が同3.2％減の167.4億ドル

となり、吉林省と黒龍江省の輸出の伸びは特に顕著であった。

　2013年１～９月期の消費者物価指数（CPI）は、遼寧省

が前年同期比2.6％、吉林省が同3.0％、黒龍江省が同2.3％

の上昇にとどまり、上昇率が安定的に推移している。

　都市部住民の一人当たり可処分所得については、遼寧省

が前年同期比10.0％増（名目、以下同じ）の19,109元、吉林

省が同10.1％増の16,625元、黒龍江省が同10.2％増の14,343元

となり、いずれも全国平均水準（同9.5％増の20,169元）を下

回っている。他方、農村住民の一人当たり純収入は、遼寧

省が前年同期比12.1％増の12,823元、吉林省が同11.8％増の

10,368元、黒龍江省が同11.7％増の10,536元に達し、三省と

も全国平均水準（同12.5％増の7,627元）を大きく上回った。

黒龍江と内モンゴル東北部地域国境地域開発開放規画

　中国政府（国務院）は2013年８月９日、2013～2020年を対

象期間とする「黒龍江と内モンゴル東北部地域国境地域開発

開放規画＊」（以下、「規画」）を正式に承認し、中国の対ロシア・

北東アジアの重点開放地域としての位置付けを明確化した。

　「規画」の対象地域は、黒龍江省全域および内モンゴル

自治区のフルンボイル市となるが、その総面積は70.7万

km2に上る。数値目標としては、「2020年までに、当該地

域の年間の一人当たり名目GRPを84,500元、都市化レベル

を65％、対ロ輸出入額を700億ドル、都市部住民の一人当

たり可処分所得を43,000元、農村住民の一人当たり純収入

を19,200元」に引き上げることが設定されている。

　重点推進分野としては、「①対外協力を推進するためのプ

ラットホーム機能の強化、②国境地域の都市化推進、③産業

発展の促進、④インフラ整備の強化、⑤社会事業の発展お

よび国境地域の民生の改善、⑥自然生態系の保全」と明記

されているが、今後、その具体的な進展に注目していきたい。

 （ERINA調査研究部研究主任　朱永浩）

北東アジア動向分析


	ErinaReport116[72-77]

